
○ 内陸空港 ある成 国際空港 は 地元から 強 要望を踏まえ 昭和 年 開港以来 原則とし 時から翌朝 時ま

成田空港の離着陸制限（カーフュー）

○ 内陸空港である成田国際空港では、地元からの強い要望を踏まえ、昭和５３年の開港以来、原則として２３時から翌朝６時ま
での離着陸制限（カーフュー）時間を設定している。

昭和４６年１月８日（国騒第１号 「千葉県知事から運輸大臣への文書」より抜粋）
２．運行時間

緊急の場合を除き２３時から６時までの運航停止を厳守されたい。

昭和４６年１月２９日（空新第６号 「運輸大臣から千葉県知事への文書」より抜粋）
２．運行時間について

２３時から６時までの間は航空機の運航ダイヤを認めないこととする

平成６年１２月１０日（「成田空港問題円卓会議の合意事項」より抜粋）
６．滑走路計画

④深夜便の運航については ４０００ｍ・平行滑走路とも飛行時間は２３時までとする④深夜便の運航については、４０００ｍ 平行滑走路とも飛行時間は２３時までとする

平成１５年２月２８日（「新東京国際空港公団民営化に関する覚書」より抜粋）
（２）運用等に関する事項 ①運用

・滑走路運用時間（６時から２３時まで）
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カーフューの弾力的運用

○ 平成２５年３月３１日より 航空会社の努力では対応できないやむを得ない場合には ２３時から２４時に限り離着陸を認め

〈 離 陸 〉 〈 着 陸 〉

【 弾力的運用（H25.3.31～） 】 （※１）【 従 前 】
〈 離 陸 〉 〈 着 陸 〉

○ 平成２５年３月３１日より、航空会社の努力では対応できないやむを得ない場合には、２３時から２４時に限り離着陸を認め
る「カーフューの弾力的運用」を開始したが、地元からは、カーフュー時間の厳守を求められている。

２２：００

２３：００

〈 離 陸 〉 〈 着 陸 〉

A・B 各滑走路１０便まで
－ 現状と同じ －

〈 離 陸 〉 〈 着 陸 〉

A・B 各滑走路１０便まで

出発空港での遅延

－ 「やむを得ない事態」に追加（※２） －

０：００

・ 出発空港での遅延
・ 他空港での一時退避による遅延
・ 玉突きによる遅延
・ 成田への引返し

・ やむを得ない理由による遅延

開港以来３５年間
変更なし

離着陸制限（カーフュー）時間帯

「緊急またはやむを得ない事態」のみ離着陸可能
（具体例）

離着陸制限（カーフュー）時間帯
（変更なし）

「緊急またはやむを得ない事態」のみ離着陸可能
（具体例）

・機体の安全上の異常事態
・急病人の発生等生命に係る異常事態
・捜索、救難
・成田空港での異常気象 など

（具体例）
・機体の安全上の異常事態
・急病人の発生等生命に係る異常事態
・捜索、救難
・成田空港での異常気象 など

－ 現状と同じ －

※１ 本弾力化措置は、全航空会社を対象、低騒音機に限定、地域への連絡・情報公開、割増料金の支払い、恒常的遅延発生の航空会社への指導を条件。
※２ 航空会社側の事情により発生するものを除き、気象等のやむを得ない理由によるものに限る。

① ② ③ ④

５：００

６：００
・ 気象等による早着（洋上待機）

－提案から除外（※３）－

※３ 地域からの意見（①早朝を提案から除く、②健康調査の実施、③運用をＨＰ等で公開、④実施状況の検証）を受け入れることとした。

11
平成２５年３月２９日（「成田空港の離着陸制限（カーフュー）の弾力的運用に関する確認書」より抜粋）

１．現行の成田空港の離着陸制限（カーフュー）時間（略）を引き続き厳守するとともに、弾力的な運用が最小限となるよう航空会社の指導を強化すること。
２．弾力的な運用によって、なし崩し的に運用時間が拡大することのないよう、２３時以降に新たなダイヤを設定しないこと。
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首都圏空港の機能強化について首都圏空港の機能強化について
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羽田空港及び成田空港の概要

成田国際空港羽田空港（東京国際空港）

Ｂ滑走路 （2,500m）

C滑走路（3,000m）

D滑走路

（2,500m）

第１旅客ターミナル

第２旅客ターミナル
第２旅客ターミナル

Ａ滑走路（4,000m）

Ａ滑走路（3,000m）

B滑走路

（2,500m） 国際線旅客ターミナル

第１旅客ターミナル

総 面 積 ： 1,090ha
旅 客 数 ： 3 060万人 （国内372万人 国際2 688万人）

総 面 積 ： 1,522ha
旅 客 数 ： 6 670万人 （国内5 875万人 国際795万人） 旅 客 数 ： 3,060万人 （国内372万人 国際2,688万人）

取扱貨物量 ： 194万トン（国内1.7万トン 国際192.1万トン）

年間発着実績 ： 21万回

※旅客数 貨物量は平成24年度 出典：空港管理状況調書

旅 客 数 ： 6,670万人 （国内5,875万人 国際795万人）

取扱貨物量 ： 84万トン （国内70.3万トン 国際14.1万トン）

年間発着実績 ： 39万回

※旅客数 貨物量は平成24年度 出典：空港管理状況調書 ※旅客数、貨物量は平成24年度 出典：空港管理状況調書※旅客数、貨物量は平成24年度 出典：空港管理状況調書
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首都圏空港（羽田・成田）の年間発着枠の増加について

首都圏におけるビジネス・観光両面の都市間競争力を大幅に強化するため、羽田・成田の両空港における発着

80 74.7
（万回）

容量の拡大等、抜本的な機能強化を実施する。 （発着回数は52.3万回（H22)→74.7万回（H26）と1.5倍に増加）
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41 うち国際線 ９万回
昼 間 ６万回
深夜 早朝 ３万回
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うち国際線 ６万回

国内線２万回を増枠
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うち国際線 ６万回
昼 間 ３万回
深夜 早朝 ３万回
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25成
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30  
22

27

含
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た

実
施

0
最終形

羽田：平成25年度末
成田：平成26年度中

平成22年10月まで

羽田空港 成田空港

平成25年3月31日以降平成25年3月30日まで

＊１．いずれも年間当たりの回数である。

＊２．回数のカウントは、１離陸で１回、１着陸で１回のため、１離着陸で２回とのカウントである。
＊３．羽田空港の発着枠数の中には、深夜早朝の国際チャーター便等の運航に使われる枠数も含まれる。

羽田空港 成田空港
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世界各都市内の空港の就航都市数・発着回数・旅客数

ソウルロンドン フランクフルト ミュンヘン 北京 ニューヨーク
仁川、金浦
151都市
（国際143、国内8）

ﾋｰｽﾛｰ・ｽﾀﾝﾃｯﾄﾞ・ﾙｰﾄﾝ
ｶﾞﾄﾞｳｨｯｸ・ﾋﾞｷﾞﾝﾋﾙ・ｼﾃｨ
365都市
（国際351、国内14）

135

フランクフルト国際
274都市
（国際255、国内14）

49 56

ミュンヘン
202都市
（国際186、国内16）

41 38

北京首都、南苑
233都市
（国際97、国内136）

81
55 37 54

JFK、ﾆｭｰｱｰｸ、ﾗｶﾞｰﾃﾞｨｱ
230都市
（国際132、国内99）

118 106
110

(122)

49

(49)

41 38

(28) (14)

37

(38)

(36)

東京
成田、羽田
139都市
（国際88、国内51）

※平成26年度中に達

成される首都圏空

91

56
(33)

75(※)

成される首都圏空
港容量

都市名
対象空港
就航都市数
（国際 国内）

パリ
ｼｬﾙﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ ｵｰﾙﾘｰ ドバイ シンガポール 香港 上海

(33)

（国際、国内）

総発着回数
[万回]

総旅客数
[百万人]

（国際旅客数）

国内

ｼｬﾙﾙﾄ ｺ ﾙ、ｵ ﾙﾘ
279都市
（国際255、国内24）

75 88

ドバイ
ドバイ
203都市
（国際201、国内2）

28 51

シンガポール
チャンギ国際
134都市
（国際134、国内0）

31 47

香港
香港国際（ﾁｪｸﾗｯﾌﾟｺｸ）
138都市
（国際138、国内0）

34
53

上海
浦東、虹橋
205都市
（国際83、国内122）

57 75

※発着回数、旅客数は2011年のデータ
就航都市数は2013年８月時点で、定期旅客便の直行便が就航している都市数

（出典）
「ACI Annual World Airport Traffic Report (Annual WATR ）2011」、「OAG Flight Guide Worldwide」 より国交省航空局作成

国際

国内
(71)

28
(51)

31 47

(47)

34
(53)

57

(16) 15



首都圏（１都６県）の現在の経済力

首都圏空港の更なる機能強化の必要性

外国人の首都圏
空港利用者数
（平成24年）

932万人
（全体の51 0%）

首都圏
人口

（平成24年10月）
首都圏

順位 都市 企業数

1 北京 48

世界上位500企業の都市別数
（2013年）

首都圏
事業所数

（平成24年）
首都圏 （全体の51.0%）

成田
710万人

羽田
223万人
（12.2%）

4,263
万人

（全国の33%）

首都圏
域内

総生産

186兆円
（平成22年度）

2 東京 46

3 パリ 19

4 ニューヨーク 18

180万
事業所

（全国の31%）

首都圏
従業者数

1,969
万人

（全国 ）

（平成24年）

万人
（38.8%）

首都圏は訪日外国人
の最大の玄関口

出所 総務省人口推計 県民経済計算 平成24年経済センサス活動調査 世界の統計2013 F t Gl b l 500 出入国管理統計

（全国の38%） 5 ロンドン 17（全国の35%）

首都圏は、インドやロシア、カナダ一国に匹敵する経済規模を有する、
我が国最大の都市圏

世界上位企業の立地数で
東京は北京に次いで世界第２位

国内線利用客
8 597万人（全体の68 0%）

首都圏空港の現状
国際線利用客

5,744万人（全体の60.6%）
日本最大の

国際線・国内線

出所：総務省人口推計、県民経済計算、平成24年経済センサス活動調査、世界の統計2013、Fortune Global 500、出入国管理統計

諸外国主要空港の発着容量（2011年実績）

主要空港の発着容量の比較

8,597万人（全体の68.0%） 5, 万人（全体の60 6%）

羽田
795万人
（13.8%）

成田
2,688万人

国際線・国内線
の拠点空港

平成25年度末：
羽田国際線

・ニューヨーク 118万回
・ロンドン 110万回
・パリ 75万回
・上海 57万回

（滑走路建設計 あり）

諸外国主要空港の発着容量（2011年実績）

首都圏空港で
全利用客の

約65％を占める成田
360万人
（4 2%）

羽田
5,486万人
（63 8%）

2,688万人
（46.8%）

羽田国際線
3万回増枠

平成26年度中：
成田30万回化

国内航空貨物量
90.5万トン（全体の79.0%）

国際航空貨物量
303.6万トン（全体の67.9%）

羽田
14 1万㌧

（滑走路建設計画あり）

・北京 55万回
（新空港建設計画あり）

・ソウル 37万回
（ターミナル、滑走路建設計画あり）首都圏空港で

総貨物量の

（4.2%） （63.8%）

成田

両空港で
75万回化

14.1万㌧
（4.6%）

成田
192.1万㌧
（63.3%）

出所：航空輸送統計年報、空港管理状況調書

・香港 34万回
（ターミナル、滑走路建設計画あり）

・シンガポール 31万回
（ターミナル、滑走路建設計画あり）

総貨物量の
約70％を占める

成田
1.4万㌧
（1.5%） 羽田

70.1万㌧
（77.5%） 16



成長著しいアジア等世界の成長力取り込み（日本再興戦略等）

首都圏空港の更なる機能強化の必要性

成長著しいアジア等世界の成長力取り込み（日本再興戦略等）

日本全国の地域活性化訪日外国人の増加
産業・都市（首都圏）の

国際競争力強化

企業立地の促進

・アジアヘッドクォーター特区等
総合特区の活用

訪日外国人数の現状
と政府目標

日本最大の
際内航空ネットワーク

国際線 97都市2012年（実績）
アジア地域の業務統括拠点等を
含む外国企業を500社以上誘致
（東京都）

・国家戦略特区の検討

国際線 97都市

旅行消費額 1兆861億円

訪日外国人数 836万人
2012年（実績）

今

国内線 51都市

日本への投資環境の整備

ヒトとモノの交流の活発化
際内間の

ヒトとモノの交流の活発化

2013年に1,000万人を
達成し、さらに2,000万人
の高みを目指す。

今
後
の

目
標

日本経済の再生
外国人旅行者数の増加と

旅行消費額の拡大
諸外国の成長力を
国内各地域に波及

交流 活発化 ヒトとモノの交流の活発化

首都圏空港の更なる機能強化が必要

注：就航都市数は、2013年８月時点で、定期便の直行便が就航している都市数
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今後の検討の進め方

首都圏空港の更なる機能強化の必要性

今後の検討の進め方

平成25年9月26日 交通政策審議会航空分科会基本政策部会

首都圏空港をめぐる航空政策上の課題の整理

今後の首都圏空港の需要予測、国際航空を巡る環境変化、
首都圏空港の国際競争力を高めるために必要な能力・機能 等

平成25年11月1日～平成26年3月末 首都圏空港機能強化技術検討小委員会

平成26年度～ 地元自治体や航空会社等の利害関係者も含めた検討の場

首都圏空港の機能強化策にかかる技術的な選択肢の洗い出し

平成26年度 地元自治体や航空会社等の利害関係者も含めた検討の場

具体的な選択肢の精査及び関係者との合意形成

合意形成後 国と地元自治体による協議の場

具体的方策の理解・協力に向けた協議

財源確保のあり方、環境対策 等
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